
2022年4月30日、（仮称）小松公園計画予定地に

おいて「完成待てない!新しい公園に向けてのフェス!」

がおこなわれ、新しい公園の正式名称「シーパス

パーク」の発表、名称を考案してくださった方へ

の表彰式もありました。新しい公園の正式名称に

ついては、「めーでる」と「シーパスパーク」の2案で

最終投票がおこなわれ、全体で計632票が集まり、

「シーパスパーク」に決定しました!

このフェスの企画・準備や当日の運営は、これまで

のワークショップを通じて組織された実行委員会の

みなさんによるものであり、多くの方にご参加いた

だき、当日の入場者数は約5000名にものぼりました!
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事業実施体制

＜事業体制図＞

学校法人として『学び』や『就労支援』等の実績をもつ 学校法人が運営を担うことで、生野南小学校跡地ならではの学びを提供することが可
能になります。また、建築の設計を通して『場所づくり』に実績を持つ設計事務所が運営協力を行うことで、周辺地域や関係団体とのコミュニ
ケーションをとり、地域との関係性を構築していきます。
＊大阪市生野区と学校法人が賃貸借契約を締結します。また、学校法人から設計事務所に業務を委託する形で地域に開放するスペースの
　企画運営のサポートを担います。

学校法人と地域の皆さまの間に設計事務所が入り、地域の皆さまと学校法人の双方の意
見を整理することで円滑な意思疎通ができるようになります。関係をつなぐ手段として、
地域の皆さまの要望や「やってみたい」「自分はこんなことができる」という声を聞き、それ
らを実践する機会を作ります。利用者や旧生野南小学校周辺の地域の皆さまの意見を生
野区、地域の皆さま、協力体制のある団体、運営者等の関係者全員で考え、解決できるよ
うな仕組み作りに努めます。
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　〇運営協議体の設置 
　　大阪市・生野区及び地域の皆さまとともに運営状況や地域活動及び防災に関することについて確認・協議を行うための協議体を設置し、
　　年2回程度会議を開催します。また、PDCAサイクルに基づいたチェックを行うとともに、持続的な事業実現の取組みを積極的に
　　取り入れます。
運営協議体メンバー（案）
　　　・学校法人：本事業代表者　　・設計事務所：本事業補助事業者
　　　・大阪市生野区　　　　　　  ・生野南ふれあい協議会

＊生野南ふれあい協議会と学校法人及び設計事務所は協力関係にあり、適切なコミュニケーションをとることで、地域の皆さまの意向を
　尊重した運営を行えます。また、学校法人のこれまでのノウハウを活かし、新規事業である日本語学校としての生徒数や年度毎の効果
　をデータ化・見える化を行い、継続的な改善を行います。

＜継続的な改善の取り組みを行う体制について＞ 
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昨年から4 回にわたって開催した「設計者と囲む、

（仮称）小松公園アイデアテーブル」では、さまざ

まなご意見やアイデアが生まれ、設計に反映す

ることができました。

今年度よりいよいよ工事がスタートしますが、

オープン後すぐに使いこなすことができるように

「（仮称）小松公園 使いこなしサミット！」と題し、

工事期間からオープン後の運営までを考えていく

ワークショップをおこないます。

右記のスケジュールで、これから工事期間中の

2年間を通してさまざまな活動を展開していく予

定をしていますが、今回開催した「使いこなしサ

ミット！ステップ1」では、11月13日に公園予定

地で開催を予定している「プレフェス」に向けて、

企画案や準備物の整理など実現に向け、具体的

に考えました。
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プレフェスにはどんな企画が！？
裏面をどうぞ

「できるといいこと」と
「自分にできること」

「プレフェス、何する？」

11/13に具体的に実施できるアイデアを整理し、10のテーマに分けました。

「プレフェス作戦会議！」

まずは各テーブルで、公園ができたときに現地

で「できるといいこと」と、「自分にできること」

をそれぞれあげて話合ってもらいました。

「自分にできること」の中でも、11月13日のプレフェス

で実現できるものを各テーブルで話し合い、全体で共有

しました。それで出たアイデアが、右上の図です。

左図で仕分けした10のテーマ毎にグループを

組んで、11月13日に何をするか？当日までの

準備をどうするか？など、具体的な作戦会議を

おこないました。

80名以上の方にご参加いただいた今回のサミットは、テ

クスピア大阪の大ホールで開催しました。「今回から市民

の方々が中心になって運営していきましょう」ということで、

司会をはじめ、各テーブルのファシリテーターも市民の皆

さんに務めていただきました。
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建築の設計を通して『場所づくり』に実績を持つ設計事務所
が学校と地域の間の関係をつなぐ役割を25年間担います。

設計事務所が場所作りを通して地域との関係性を作っている事例

ステージ

裏面につづく！

オープニングは
いずみ太鼓鼓聖泉から!
だんじりの展示や体験にも
多くの人が詰めかけました。
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演奏まで、

老若男女さ
まざまなグル
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パフォーマン
スに会場が

沸きました
!

公園の名称発表!
名称考案者さんにも
登場いただきました。

物販ブース

運動ブース

シーパスパークの完成模型や、
これまでのワークショップの
ニュー スレターを展示しました。

公園の模型、
これまでのワークショップ記録展示

公園名称発表 
& 表彰式

オープニング完成待てない!
新しい公園に向けてのフェス!
の様子を紹介!

グッズ販売やキッチンカーのみならず、ワークショップやテントサウナまで
多彩な顔ぶれでした!
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利用者の要望を引き出す取り組み
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＜運営管理体制について〉

＜施設管理について＞
学校法人の支部を施設内の一階出入口に面する位置に配置し、「運営事務局」として施設管理を担います。
施設内に支部を設置することで、地域に密着した体制が取れ、早期から周辺地域との関係性を構築し、地域と協働できる施設運営管理
体制を実現致します。
また、施設の施錠・解錠・非常時対応・お客様の窓口対応の機能を担います。

施設運営にあたり、学校法人が大阪市及び生野区の窓口となります。
一部のスペース（地域開放スペース・地域の皆さま向け講座スペース）に関しては、設計事務所が、協力体制の各団体の窓口を担い、学校
法人との仲介役となり運営のサポートを行います。

委託 協力体制

責任者　　　：学校法人

現場責任者　：学校法人

企画

《地域・お客様窓口》
担当スタッフ ：学校法人

《協力団体窓口》
サポートスタッフ：設計事務所

《大阪市及び生野区の窓口》

〇法定点検
 　建築物及び建築設備、消防設備に関して、令和4年1月大阪市都市整備局より公表されている「市設建築物定期点検マニュ
　アル（建築基準法に定めるもの・官公法に準拠するもの）」を遵守し、以下の範囲において、各専門業者へ委託のうえ、対応を行います。
    点検後は、速やかに生野区役所への報告を行います。
　□建築物の敷地及び構造（建築基準法施行規則第５条の２）※3年以内毎に実施
　□建築設備、昇降機、防火設備（建築基準法施行規則第６条の２）※1年以内毎に実施
　□消防設備※各設備ごとに1年もしくは6ヵ月毎に実施

〇日常的な維持管理
・学校として利用する部分の清掃
　主に学生及び教職員の利用する部分の清掃は、学校に通う生徒及び職員により、カリキュラムの一貫として、開校日に毎日
　実施します。

・共用部の清掃
　各階廊下、お手洗い、玄関等の清掃に関しては学校に通う生徒が中心となって行います。

・地域開放スペースとして利用する部分の清掃
　原則利用者が使用する度に清掃片づけを行うことを前提とした運営管理を実施します。

・外構の維持管理
　外構設備等（植栽や樹木、グラウンドや舗装、遊具やネット等）や建築物以外の敷地内工作物の整備・メンテナンスは、年に
　2回以上、景観を損なわないように適宜実施します。

・その他維持管理、修繕対応
　修繕費を毎月10万円見込んだ収支計画とすることで、適宜備品及び設備等の修繕を実施します。
　　　　　　　　　

学校法人として、活用している「危機管理マニュアル(別紙①参照）」をベースに、旧生野南小学校としての「危機管理対応マニュアル」を新た
に作成し、生野南ふれあい協議会や生野区と共有することで、不測の事態に備えます。
また、大阪市及び生野区、消防及び警察、生野南ふれあい協議会等の各関係団体と事前に協議を行い、万が一、事件、事故が発生した場合
は、マニュアルに沿って、運営事務局が中心となり、セキュリティ会社や消防、警察等への連絡、意思決定を行います。 

・休校日：（0~3年目の期間のみ）毎週土・日曜日、祝日、春季・夏季・冬季休み
　　　　（4~24年目の期間のみ）毎週日・月曜日、祝日、お盆（8/13～8/15）、年末年始（12/30～1/3）
　　　　※上記は学校運営における休校日であり、シェアオフィス・地域開放スペース等の休日は運営協議体にて協議の上、決定していく。
　　　　　また、25年目も同様に、運営協議体との協議にて休校日等決めることとする。

・開校（開門）時間：9:00～18:00 （イベント開催時は変更の場合有り）

・地域開放スペース開放時間：9：00~21：00(年中無休予定）
　　　　　　　　　　　　　※祝日等の利用は、事前予約制とする。　
　　　　　　　　　　　　　※ の管理は、原則運営事務局にて管理を行いますが、状況によって生野区・生野南ふれあい協議会等　　
　　　　　　　　　　　　　　　と連携を図り、柔軟に運用出来るよう運営協議体にて検討します。

・時間外の管理体制：各出入口設置の監視カメラと警備会社によるセキュリティにより対応します。

・施錠管理計画：開門時間外の間は、原則運営事務局にて全ての敷地内への出入口の施錠を行います。地域開放スペースに
　　　　　　　関しても同様とします。

＜施設の法定点検を含む日常的な維持管理の方法や実施体制について＞

＜閉館日や開校時間外の管理体制について＞ 

<事業運営中に生じる事故等不測の事態に対する、リスクマネジメントの考え方について＞
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